
（別紙３）

～ 2025年　2月　4日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2025年　2月　4日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

日頃のレクでも個人プレーではなく、ペアやチームで

行えるような内容を増やしていく。

レクだけでもなく、自由時間にも一緒に楽しめるような遊び

を増やし、声かけを行っていく。

2

今後も受け入れ幅を狭まないようにしていく。

見学にも柔軟に対応を行っていく。

3

今後も関係性を維持できるよう、日頃からの

コミュニケーションを意識し行っていく。

新規利用者さんにも同じ関係性を築けるよう努力していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今後は自発の利用者さんの契約を増やし、児童同士でも

関係を築きやすい環境を作っていく。

見学の際にも、見学して大きい子が怖いと思ってしまわない

ように、声かけなど意識していく。

2

どの年齢層の児童にも楽しんでもらえるような活動内容を、

レクに取り入れていく。

その為にも、職員が日々新しいレクや、内容の勉強を行って

いく。

3

勉強部屋・遊び部屋など分けてはいるが、人数などによって

そのように過ごすことが厳しい時ときもある点。

賃貸の為、リフォームが難しく死角に対して対策が難しい。

○事業所名 放課後等デイサービス　北風と太陽　刈谷（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
2025年　1月　4日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

賃貸の一軒家の為リフォームが厳しく、段差が多かったり死角

が多かったりする。

活動スペースも限られてしまい、のびのびと体を室内で動かし

てもらうことが難しい。

勉強部屋・遊び部屋など分けてはいるが、人数などによって狭

く感じてしまうことがある。

一軒家の為、どうしても死角が生まれてしまう。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

自発の児童が少なく、児童同士のつながりが難しい。 当事業所の利用者さんのが長く使っていただいている

こともあり、小学生高学年や中高生が多いため、同学年層のつ

ながりを築くことが難しいかったり、時間がかかってしまう。

レクの内容が、現時点での利用者さんの年齢やレベルなどの割

合に合わせてしまっているため、小さい子には少し難しい内容

が多くなってしまっている。

現時点、年齢層が高くその子たちに合わせた療育になる

ようなレクを取り入れているため、自発の児童には少し難しい

内容となてしまっている。

利用者さんの年齢層が高く、小さい子が好きな子も多いため、

小さいうちから年上の人と関わることが出来る。

日頃のレクの際でも、年長者が小さい子のそばで

サポートしたりし、一緒に過ごしながら楽しく、お互いが学習

できる環境を作っている。

お出かけレクの際も、小さい子と大きい子をペアにしたりし、

職員が見守りながらも、外でも一緒に過ごせる環境づくりを

行っている。

学校の受け入れ範囲が広いため、見学の対応が柔軟に行えた

り、保育園へのお迎えにも柔軟に対応している。

極端に遠くない限りは、送迎に出れるよう組み合わせなどを意

識し、受け入れを出来るようにしている。

ご自宅でなく、保育園などのお迎えにも柔軟に対応し保育園な

どの指定時間にお迎えに行けるように送迎を考慮している。

保護者の方と日頃からコミュニケーションをとり、イレギュ

ラーな送迎時間や、送迎場所にも対応している。

日頃の帰りの送迎時から、活動様子やそれ以外の話もし

困ったときなどに、相談しやすい関係性を築けるよう努力して

いる。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

放課後等デイサービス　北風と太陽　刈谷（児童発達支援）
公表日

　　　　　2025年　　　2月　　　17

日

利用児童数 　　　　　2025年　2月　17日時点2名 回収数 2名 100%

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

1 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

2

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
2

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
2

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
2

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。 2

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。
2

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

2

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
2

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
1 1

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
2

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

2

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 1 1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
2

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

2

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

2

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。
1 1

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。
2
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事業所名

ご意見を踏まえた対応

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
2

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。 2

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

2

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 2

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
1 1

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
1 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
1 1

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

2

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

2

29 事業所の支援に満足していますか。

2
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（別紙５）

放課後等デイサービス　北風と太陽　刈谷（児童発達支援）
公表日 　　　　　2025年　　2月　　17日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

7

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
7

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 1 6

・階段の上り下りの際見守り声かけ

・階段の角に滑り止め材着用

・賃貸の一軒家で階段や段差があるため

バリアフリーにするの厳しい

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
7

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
7

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
7

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
7

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
7

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
1 6

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
7

毎月ジョブメドレーで研修を行っている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

7

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。 7

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。  7

・毎朝のミーティングに加え毎月ミーティングを

月始め、月終わりに2回行い、児童の支援について]

や課題など話し合いを行っている。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
7

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。 7

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。 7

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

7

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

7
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19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
7

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。 7

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
7

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
7

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
7

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
7

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
1 6

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。
1 6

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
1 6

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
1 6

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
7

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 7

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
7

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。 7

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
7

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
7
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39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。 5 2

保護者参加の4店舗合同BBQなどを行い

保護者間の交流の場を設けている。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。 7

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。 7

毎月の活動を、SNSや通信などを用い

発信している。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

7

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
7

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
1 6

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。 7

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
7

職員研修や、月に1回の避難訓練をレクに取り

入れ

児童も交え、避難訓練を行っている。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
7

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
7

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
7

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
7

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
7

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
7

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。 7

保

護

者

へ

の

説

明

等

非

常

時

等

の

対

応



（別紙３）

～ 2025年　2月　4日

（対象者数） 24 （回答者数）
22

～ 2025年　2月　4日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も送迎時のコミュニケーションを継続取りに取り組み、

より保護者の方が話しやすい・相談しやすい関係性を、職員

全体で築いていく。

保護者の方だけでなく、学校の先生とも受け渡し時に

今の学校での課題や勉強の進捗を聞き、事業所の課題の参考

にしていく。

2

レク実施時に、マンツー担当・全体（写真撮影も）担当など役割分担をレク

坦だけでなく、他の担当も振り分け写真の撮りそびれが無いよう心がけてい

く。

自由時間の活動でも、今後は療育になるような遊びを取り入れ、楽しみなが

ら自由時間を過ごしてもらい、その空間も写真に収めるよう意識する。

帰りの送迎時にも時間が取れれば、その日児童が頑張った活動を写真を見せ

ながら伝えていく。

3

今の関係性を壊れないよう、今後も信頼していただけるよう

行動・コミュニケーションをとっていく。

職員で偏りが出ないよう、全職員が日ごろから意識しどの職

員にも相談してもらえるよう関係性を職員全体で築いてい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・勉強部屋・遊び部屋など分けてはいるが、人数などによっ

て

そのように過ごすことが厳しい時ときもある点。

・賃貸の為、リフォームが難しくバリアフリー化や厳しく

2

・土祝は、天候や日程に合わせ、今までの流れからは変え

メインのレク以外の取り組み、活動を入れ込んでいく。

・場所が限られているがバランスストーンなどを購入し

バランス感覚や、感覚統合に繋がるレクを入れ込んでいく。

・専門職員がおらずとも、近い取り組みを行っていけるよう

職員全体で勉強をし、取り入れていく。

3

・今後は学年が上がるにつれ、学校がまとまることもあり、

送迎時間に余裕をもって組むことを意識し、学校の先生方と

コミュニケーションをとる時間を取れるようにする。

・他関連機関とのアクションは待つのではなく、こちらから

行動を起こし、より多く連絡を取りあうように改善してい

く。

○事業所名 放課後等デイサービス　北風と太陽　刈谷

○保護者評価実施期間
2025年　1月　4日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・学校や、他関連機関との情報の連携が薄いため、支援内容や

課題にかぶりや、偏りが出てしまっている。

・自宅迎えの児童や送迎の組み合わせの関係上、学校と

コミュニケーションをとる機会が中々設けれなかったりする

為。

・他関連機関とは中々連絡をとる機会がなく、相手からのアク

ション待ちになってしまっている為。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・事業所が一軒家なこともあり、活動スペースが狭かったり限

られている。

・バリアフリー化が厳しいため、受け入れの幅が狭まってい

る。

・勉強部屋・遊び部屋など分けてはいるが、人数などによって

そのように過ごすことが厳しい時ときもある点。

・賃貸の為、リフォームが難しくバリアフリー化や厳しく

・土祝を含めレクの内容は変えているが、流れがマンネリ化し

たり、些細な部分の内容がにかよってしまっている。

・言語聴覚・理学療法士など、専門職員が現時点で配置されて

いない為、

・今できてしまっている流れで土曜日などレクを進めたり

しているので、マンネリ化しやすくなってしまっている。

・レク内容も固定化してきているため、新しい内容を取り入れ

れる、タイミングが難しかった。

・左記のように専門職員が現時点で配置されていない為、より

専門的なレクが行えていない。

定期的に保護者の方とコミュニケーションをとり、

極力、日々のレク・課題にトレーニングになるよう取り入れを

行っている。

日々の送迎時や、個別支援計画更新時などに、

お子さんの様子の伝達のほか、今ご自宅や学校などで

頑張ていることや、取り組んでいることを聞き

日々のレクリエーションに、取り入れ

楽しみながらも、トレーニングしてもらえるよう、行ってい

る。

児童の活動の様子を、レク・レク以外でもたくさん写真などを

撮り、毎月の月初めに保護者の方にLINEでアルバム送信し、

日々の送迎時の様子の伝達以外にも、よりどう過ごしているか

等、事業所の様子をお伝えしている。

日々のレクレーションや、自由時間など沢山の写真を撮ることを職員

で意識し、少しの成長でも感じ取ってもらえるよう意識している。

動画も送ることで、写真だけでは伝わりにくいこともより伝わりやす

くなるよう、動画も取り入れている。

通信では極力多くの写真を使用し、全体でも写真を送っている。

保護者の方との信頼関係を築き、できるだけ柔軟に送迎時間や

場所などの対応を行っている。

普段の送迎時などから、保護者の方と色々な

コミュニケーションをとり、保護者の方が困ったときなど

相談しやすい関係を築くよう努力している。

共働きのご両親や、家庭の都合などでのいつもと違う送迎対応も

言いやすい関係を築くことで、こちらも極力対応し

保護者の方などの不安を少なくできるよう努力している。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

放課後等デイサービス　北風と太陽　刈谷
公表日 2025年2月17日

利用児童数 2025年1月31日時点24名 回収数 22（91.6％）

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

20 1 1

・もっと広い方がよかった

・トイレがもう一か所欲しい

・工夫していると思います

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

22

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 17 3 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
20 1 1

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
21 1

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
20 1 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。 21 1

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。 20 1 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。

21 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
21 1

意見をとりいれてもらえたと思います。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
12 3 2 5

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
22

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
21 1

父・母共に、それぞれ時間

を確保してもらえました。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 16 3 3

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
22

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

19 2 1

最近少し、控えめな気がします。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

21 1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。
14 4 2 2

なかなか、参加できる内容がありません。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。
20 2

保

護

者

へ

の

説

明

等

今後も、計画書の更新の際など

なるべく多くの時間を確保できるよう

努めてまいります。

定期的な家族支援の実施、帰りの送迎時での

コミュニケーションの取り合いなど

全職員で行っていくよう改善いたします。

保護者・きょうだい、参加のイベント等は

実施しておりますが利用日に当たらなかった

のかと思われます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

賃貸の一軒家の為、中々リフォームをすることなどは

厳しいですが、トイレの混雑を避けるために、

早めの声かけや、不要時などの物の片付け等、

過ごしやすい環境作りをこれからも行っていきます。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

今後も、保護者様の意見を取り入れながら

同じプログラムでも内容を変え、

児童に楽しんでもらいながら学べる

レクレーションを提供していきます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
21 1

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。 22

沢山活動写真を毎月貰えて、嬉しいです。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

22

毎回丁寧にご確認いただいてます。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 18 1 3

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
18 1 3

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
19 1 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
18 1 3

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 

20 2

・急に手を握ってきた子がいて怖かったそうで

す。（何もなかったのですが慣れていないので）

・不安そう

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

21 1

・塗り絵やカードゲームが楽しいそうで

す。

・慣れて、楽しく過ごしてほしい

29 事業所の支援に満足していますか。

22

夏アルバムがとても嬉しかったようです。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

・他児童の特性など、こういうお友達もいるよ、など初回

利用時や見学時などに、伝えていきます。

・当事業は年齢層が高く男の子も多い為、そのように感じ

られたのかと思います。見守りや声かけなど行っていきま

す。

保

護

者

へ

の

説

明

等

今後も変わらず、毎月行っていきます。



（別紙５）

放課後等デイサービス　北風と太陽　刈谷
公表日 　　　　　2025年　　2月　　17日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

7

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
7

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 1 6

勉強部屋、遊び部屋など目的に応じて

部屋が分かれている。

・一軒家の為、全てをバリアフリー化は厳しい

・玄関の幅が狭く車いすを室内へ持ち込むことは

厳しい

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
7

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 
7

着替え時や、クールダウン時など利用している

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。
7

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
7

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
7

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
2 5

実地指導に向け、書類等の保管、記入をしっ

かり

行っている。

第三者による外部評価を行ったことはない

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
7

ジョブメドレーや

外部の研修会に参加している。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

7

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。 7

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。  7

毎朝や、月に2回のミーティング時、

普段の会話でも児童の支援についてなどの

話し合いを行っている。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。
7

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。 7

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。
7

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

7

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

7

事業所名

環

境

・
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制
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備
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供

事業所における自己評価結果公表



19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
7

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。 7

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
7

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
7

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
7

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。
7

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
7

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
7

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
1 6

社会福祉相談センターのスタッフの方とは

電話で連絡をとったり、児童のモニタリングや様子等

伝えあい支援に活かしている

他機関との連携はなかなか頻繁にとることは

難しい

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。 7

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
1 6

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。 1 6

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
1 6

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
1 6

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

6 1

代表者が参加している

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
7

帰りの送迎時に時間を設けたり、家族支援

などを行い、状況を伝えあっている。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。  4 3

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
5 2

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。  7

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
7

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。
7

帰りの送迎時に時間を設けたり、家族支援な

どを行っている
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40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。
5 2

・交流出来る機会のあるイベントが企画されてい

る

・キャンプファイヤーや、BBQ等　4店舗合同のイ

ベントを行い、保護者間での交流の場を設けてい

る

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。 7

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。 7

毎月の活動を通信で、日々のレクなどは、

SNSを使い発信している

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

7

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
7

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
1 6

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。 7

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
7

職員研修や児童を交え月1回のレクなどで

避難訓練を行っている

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
7

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
7

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
7

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
7

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
7

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
7

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。 7
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